
S a t o ,  W . ,  U o n o ,  S . ,  M a t s u u r a ,  N . ,  &  T o i c h i ,  M .  

( 2 0 0 9 ) .  M i s r e c o g n i t i o n  o f  f a c i a l  e x p r e s s i o n s  

i n  d e l i n q u e n t s .  C h i l d  a n d  A d o l e s c e n t  

P s y c h i a t r y  a n d  M e n t a l  H e a l t h ,  3 ,  2 7 :  1 - 7 .  

非 行 少 年 に お い て 表 情 認 識 に 障 害 が あ る こ と が 報

告 さ れ て い る が ， そ の 詳 細 は 不 明 で あ る 。 本 研 究 で

は ， 少 年 院 に 入 所 し て い る 男 性 非 行 少 年 群 2 4 名 お よ

び 年 齢 ・ 性 別 統 制 群 2 4 名 を 対 象 と し て ， こ の 問 題 を

検 討 し た 。 基 本 6 感 情 （ 怒 り ・ 嫌 悪 ・ 恐 怖 ・ 幸 福 ・ 悲

し み ・ 驚 き ） の 表 情 写 真 に 対 す る 言 語 ラ ベ リ ン グ の

選 択 課 題 を 実 施 し た 。 正 答 率 の 分 析 の 結 果 ， 非 行 少

年 群 に お い て ， 統 制 群 よ り も 嫌 悪 の 表 情 の 認 識 成 績

が 低 い こ と が 示 さ れ た 。 エ ラ ー 率 の 分 析 の 結 果 ， 非

行 少 年 群 は ， 統 制 群 に 比 べ て 嫌 悪 表 情 を 怒 り と 誤 認

識 し や す い こ と が 示 さ れ た 。 本 研 究 の 結 果 か ら ， 非

行 少 年 に お け る 対 人 相 互 作 用 の 問 題 の 基 盤 に ， 他 者

の 表 情 を う ま く 認 識 で き な い ― ― 嫌 悪 の 表 情 を よ り

敵 意 の 強 い 怒 り と 読 み 取 っ て し ま う ― ― 心 理 過 程 が

あ る こ と が 示 唆 さ れ る 。  

 

S a t o ,  W . ,  K o c h i y a m a ,  T . ,  U o n o ,  S . ,  &  Y o s h i k a w a ,  

S .  ( 2 0 0 9 ) .  C o m m o n a l i t i e s  i n  t h e  n e u r a l  

m e c h a n i s m s  u n d e r l y i n g  a u t o m a t i c  a t t e n t i o n a l  

s h i f t s  b y  g a z e ,  g e s t u r e s ,  a n d  s y m b o l s .  

N e u r o i m a g e ,  4 5 ,  9 8 4 - 9 9 2 .  

視 線 と 指 差 と 矢 印 は ， 自 動 的 に 注 意 を シ フ ト す る 。

神 経 基 盤 の 共 通 性 が 示 唆 さ れ て い る が ， 現 状 で は 確

か な 証 拠 は な い 。 こ の 問 題 を 検 討 す る た め ， 我 々 は

f M R I を 用 い て ， 方 向 的 ・ 非 方 向 的 な ， 視 線 ・ 指 差 ・

矢 印 を 観 察 中 の 脳 活 動 を 計 測 し た 。 コ ン ジ ャ ン ク シ



ョ ン 解 析 の 結 果 ， 右 半 球 の 上 側 頭 溝 ・ 下 頭 頂 小 葉 ・

下 前 頭 回 ・ 後 頭 葉 に お い て ， ど の 刺 激 タ イ プ に も 共

通 し て ， 方 向 的 刺 激 に 対 し て 非 方 向 的 刺 激 よ り も 高

い 活 動 が 示 さ れ た 。 こ う し た 結 果 は ， 視 線 ・ ジ ェ ス

チ ャ ー ・ シ ン ボ ル に よ る 自 動 的 注 意 シ フ ト の 神 経 基

盤 に お け る 共 通 性 を 示 唆 す る 。  

 

S a t o ,  W . ,  K o c h i y a m a ,  T . ,  U o n o ,  S . ,  &  Y o s h i k a w a ,  

S .  ( 2 0 0 8 ) .  T i m e  c o u r s e  o f  s u p e r i o r  t e m p o r a l  

s u l c u s  a c t i v i t y  i n  r e s p o n s e  t o  e y e  g a z e :  A  

c o m b i n e d  f M R I  a n d  M E G  s t u d y .  S o c i a l  C o g n i t i v e  

a n d  A f f e c t i v e  N e u r o s c i e n c e ,  3 ,  2 2 4 - 2 3 2 .  

ヒ ト の 上 側 頭 溝 （ S T S ） は ， 視 線 の 処 理 に 関 与 す る

と さ れ る 。 し か し ， そ の 時 間 特 性 は 不 明 で あ る 。 こ

の 問 題 を ， 4 人 の 健 常 実 験 参 加 者 を 対 象 と し て

f M R I + M E G で 調 べ た 。 視 線 が そ れ た あ る い は ま っ す ぐ

な 顔 写 真 を 呈 示 し ， 実 験 参 加 者 は 受 動 的 注 視 し た 。

ま ず ， f M R I で 脳 領 域 を 同 定 し た 。 グ ル ー プ 解 析 お よ

び 個 人 解 析 で ，S T S が そ れ た 視 線 に 対 し て ま っ す ぐ な

視 線 よ り も 高 く 活 動 す る こ と が 示 さ れ た 。 続 い て ，

M E G を 計 測 し 3 D ス ペ ー シ ャ ル フ ィ ル タ 解 析 し た 。S T S

は ，刺 激 呈 示 後 1 5 0 - 2 0 0 m s の 区 間（ ピ ー ク は 約 1 7 0 m s ）

で ，  そ れ た 視 線 に 対 し て ま っ す ぐ な 視 線 よ り も 高 く

活 動 し た 。 そ れ に 対 し ， 紡 錘 状 回 （ f M R I で 刺 激 提 示

の 主 効 果 と し て 同 定 ） で は ， 約 1 7 0 m s の ピ ー ク に お

い て ， そ れ た 視 線 と ま っ す ぐ な 視 線 に 対 し て 同 程 度

の 活 動 が 示 さ れ た 。 こ う し た 結 果 か ら ， ヒ ト の S T S

が 他 者 の 視 線 を す ば や く 処 理 す る こ と が 示 さ れ る 。  

 

S a t o ,  W . ,  O k a d a ,  T . ,  &  T o i c h i ,  M .  ( 2 0 0 7 ) .  



A t t e n t i o n a l  s h i f t  b y  g a z e  i s  t r i g g e r e d  

w i t h o u t  a w a r e n e s s .  E x p e r i m e n t a l  B r a i n  

R e s e a r c h ,  1 8 3 ,  8 7 - 9 4 .  

他 者 の 視 線 が 反 射 的 に 注 意 シ フ ト を も た ら す こ と

が 示 さ れ て い る が ， そ れ が 意 識 的 気 づ き な し に 起 こ

る か ど う か は 不 明 で あ っ た 。 我 々 は こ の 問 題 を ， 線

画 （ 実 験 1 ） と 写 真 （ 実 験 2 ） の 刺 激 で 調 べ た 。 視 線

手 が か り が ， 閾 上 あ る い は 閾 下 で 画 面 中 央 に 呈 示 さ

れ た 。 視 線 方 向 は ， 目 の 方 向 （ 実 験 1 ）， あ る い は 目

の 方 向 と 頭 部 の 方 向 （ 実 験 2 ） で 示 さ れ た 。 視 線 手 が

か り の 後 ， 画 面 左 右 に タ ー ゲ ッ ト 刺 激 が 呈 示 さ れ た 。

課 題 は タ ー ゲ ッ ト 刺 激 の 位 置 検 出 で あ っ た 。 課 題 の

反 応 時 間 は ， 閾 上 条 件 で も 閾 下 条 件 で も ，  線 画 刺 激

で も 写 真 刺 激 で も ， 視 線 方 向 が 有 効 で あ っ た 場 合 に

短 く な っ た 。  こ う し た 結 果 は ， 他 者 の 視 線 に よ る 注

意 シ フ ト が ， 意 識 的 気 づ き な し に 起 こ る こ と を 示 す 。 

 

S a t o  , W . ,  &  Y o s h i k a w a ,  S .  ( 2 0 0 7 ) .  S p o n t a n e o u s  

f a c i a l  m i m i c r y  i n  r e s p o n s e  t o  d y n a m i c  f a c i a l  

e x p r e s s i o n s .  C o g n i t i o n ,  1 0 4 ,  1 - 1 8 .  

動 的 表 情 に 対 し て ミ ラ ー ニ ュ ー ロ ン が 活 動 す る と

い う 神 経 科 学 的 知 見 に 基 づ い て ， 我 々 は 動 的 表 情 を

見 て い る と き に 表 情 模 倣 が 起 こ る と 仮 説 を 立 て た 。

こ の 仮 説 を 検 証 す る た め ， 動 的 ・ 静 的 な 怒 り ・ 喜 び

の 表 情 を ， コ ン ピ ュ ー タ ー モ ー フ ィ ン グ （ 実 験 1 ） と

ビ デ オ （ 実 験 2 ） を 用 い て 呈 示 し た 。 実 験 参 加 者 の 表

情 反 応 が ビ デ オ 録 画 さ れ ， 表 情 筋 反 応 が 客 観 的 基 準

を 用 い て 評 価 さ れ た 。 ど ち ら の 呈 示 方 法 の 場 合 に も ，

動 的 呈 示 条 件 に お い て ， 喜 び よ り も 怒 り の 表 情 を 見

た と き ， 高 い 頻 度 で 眉 を 引 き 下 げ る 動 き が 示 さ れ た 。



こ れ は 怒 り 表 情 に 典 型 的 な 表 情 表 出 で あ る 。 動 的 呈

示 条 件 に お い て ， 怒 り よ り も 幸 福 の 表 情 を 見 た と き ，

高 い 頻 度 で 口 角 を 引 き 上 げ る 動 き が 示 さ れ た 。 こ れ

は 喜 び 表 情 に 典 型 的 な 表 情 表 出 で あ る 。 表 情 表 出 の

潜 時 は ， 9 0 0 m s よ り も 短 か っ た 。 表 情 表 出 は ナ イ ー ブ

な 評 定 者 に も 認 識 可 能 な も の で ， 刺 激 表 情 の 感 情 に

あ わ せ て 不 快 あ る い は 快 の 表 情 と し て 認 識 さ れ た 。

こ う し た 結 果 は ， 動 的 表 情 が 自 動 的 に す ば や く 表 情

模 倣 を 喚 起 す る こ と を 示 す 。 こ う し た 表 情 模 倣 は ，

個 人 内 処 理 （ 共 感 な ど ） に も 個 人 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン に も 役 立 つ だ ろ う 。  

 


